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要旨 

私たちは、効率の良い防音素材を発見するために、素材別、体積別、そして吸音素材で実験を行った。

素材別では、防音できているものもあったが、できないものもあった。そこで次は体積別で実験を行っ

た。小中大 3つの大きさの段ボールを用意して 3回実験したが、すべて結果が異なっていた。よって体

積は関係ないと考え、次に吸音素材を段ボールに貼りつけて、防音効果があるかどうか、実験を行うこ

とにした。 

 

１ 目的 

身近なものから効率の良い防音素材を発見す

るために、どのような素材に防音効果があるのか、

また体積の変化によってどのように防音効果が

変わってくるかを調べる。 

 

２ 実験 

１の目的のため、以下の 3 つの実験を行った。 

《実験Ⅰ》素材別での防音効果 

《実験Ⅱ》体積別での防音効果 

《実験Ⅲ》吸音素材での実験 

 

《実験Ⅰ》素材別での防音効果 

1.仮説 

発泡スチロールや段ボールのような柔らかい

素材よりも、プラスチックやアルミニウムのよう

な固い素材の方が、防音効果がある。 

 

2.使用器具・装置 

[音源装置]iPhoneアプリ  

          “Tone generator” 

      （音の高さは 1000.0Hz） 

[測定装置]iPhoneアプリ  

          “FFTWave” 

[防音素材]①木製のお盆 

     ②プラスチック製のバット 

     ③アルミニウム製のトレー 

     ④ダンボール 

      

⑤発泡スチロール（蓋なし） 

     ⑥発泡スチロール（蓋あり） 

 

3.手順 

i. 音源装置と測定装置を 300㎜離す。 

ii. まずは音源装置に何も覆わない状態で音

を出し、その時に測定装置に出た値を基準

値として定める。 

図１ 

iii. 防音素材で音源装置を覆い、その時に計測

した値と②で出した基準値との差を求め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 
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4.結果 

 【1回目】  

表１ 

 

１回目の実験では、③アルミニウム製のトレー

や④ダンボールの防音効果が期待できることが

分かる。 

逆に、①木製のお盆は防音効果が全くないことも

分かった。 

 

【2回目】 

表２ 

 

２回目の実験でも１回目の実験と同様の結果

が出た。 

 

 

 

 

5.考察 

６種類の素材の実験結果より、③のアルミニウ

ム製のトレーや、④のダンボールにおいて、差が

大きいということが言える。それより、アルミニ

ウムやダンボールの防音効果が高いということ

が分かった。しかし、①の木製のお盆のように値

が逆に大きくなっているものがあった。それに対

し、我々は体積が関係しているのではないかと考

え、実験Ⅱを行うことにした。 

また、これらの物は音を反射させるものである

ということが、参考文献①より分かった。 

 

 

《実験Ⅱ》体積別での防音効果 

1.仮説 

体積の大きいものほど、防音効果がある。 

 

2.使用器具・装置 

[音源装置]iPhoneアプリ  

          “Tone generator” 

      （音の高さは 1000.0Hz） 

[測定装置]iPhoneアプリ  

          “FFTWave” 

[防音素材]様々な大きさのダンボール 

① 小サイズ 

(ア)寸法 225mm×305mm×195mm 

(イ)質量 227g 

(ウ)(質量を 562g に合わせるために、おもり

を 335g 乗せた。) 

② 中サイズ 

(ア)寸法 255mm×345mm×260mm 

(イ)質量 314g 

(ウ)(質量を 562g に合わせるために、おもり

を 248g乗せた。) 

③ 大サイズ 

(ア)寸法 330mm×435mm×235mm 

(イ)質量 562g 

 

 

 

素材番号 測定値(dB) 
測定値と 

基準値の差（dB） 

基準値 59.8 ±0.0 

① 64.0 +4.2 

② 53.0 -6.8 

③ 50.0 -9.8 

④ 49.5 -10.3 

⑤ 55.5 -4.3 

⑥ 49.5 -10.3 

素材番号 測定値(dB) 
測定値と 

基準値の差(dB) 

基準値 61.8 ±0.0 

① 62.8 +1.0 

② 53.8 -8.3 

③ 47.5 -14.3 

④ 51.3 -10.5 

⑤ 57.4 -4.4 

  ⑥ 51.3 -10.5 
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3.手順 

i. 音源装置と測定装置を 300㎜離す。 

ii. まずは音源装置から何も覆わない状

態で音を出し、その時に測定装置に出

た値を基準値として定める。 

iii. 防音素材で音源装置を覆う。 

iv. 質量によって結果に支障が出ないよ

うに、おもりを置いてすべて同じ質量

にする。 

v. ⅳの後に計測した値とⅱで出した基

準値との差を求める。 

 

4.結果 

【1 回目】 

表３ 

 

1 回目の実験では、①の小サイズのボールが一

番防音効果があるということが分かる。 

 

【2 回目】 

表４ 

 

2 回目の実験では、③の大サイズの段ボールが

一番防音効果があるということが分かる。 

 

 

 

【3回目】 

表５ 

 

3 回目の実験では、②の中サイズの段ボールが

一番防音効果があるということが分かる。 

 

5.考察 

実験を計 3 回行った結果、3 回の実験すべて結

果が異なっていた。これより、防音効果に体積は

関係ないというふうに考察をした。（但し、後に防

音効果に体積は関係しているということが判明

した。ここで、実験に使った段ボールの体積が小

さすぎたせいで、あまり結果には反映しないと考

察した。）次に、素材別に分けて実験を行うことに

した。（体積はあまり反映しないと考察したので、

実験Ⅱで使用した３つのダンボールを使用する

こととした。） 

 

 

《実験Ⅲ》吸音素材での実験 

1.仮説 

グラスウールの防音効果が一番高い。 

 

2.実験Ⅲでの使用器具・装置 

[音源装置]iPhoneアプリ  

          “Tone generator” 

      （音の高さは 1000.0Hz） 

[測定装置]iPhoneアプリ  

          “FFTWave” 

 

 

 

 

素材 

番号 

基準値

(dB) 

測定値

(dB) 

測定値と 

基準値の

差（dB） 

① 64.7 63.2 -1.5 

② 59.8 51.8 -8.0 

③ 56.7 49.8 -6.9 

素材番

号 

基準値

(dB) 

測定値

(dB) 

測定値と 

基準値の

差（dB） 

① 59.5 52.5 -7.0 

② 55.6 51.4 -5.2 

③ 56.5 49.9 -6.6 

素材 

番号 

基準値

(dB) 

測定値

(dB) 

測定値と 

基準値の

差（dB） 

① 58.8 46.0 -12.8 

② 50.7 41.7 -9.0 

③ 60.2 43.0 -17.7 
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[防音素材] 

①内部にグラスウールを貼り付けた段ボール 

 質量：531g 

図 3,4 内部にグラスウールを貼り付けた 

段ボール 

 

②内部にメラミンスポンジ（激落ちくん）を貼り

付けた段ボール 

質量：750g 

 

 

 

図 5,6 内部にメラミンスポンジ（激落ちくん）

を貼り付けた段ボール 

 

③内部に布を貼り付けた段ボール 

 質量：467.5g 

 

 
図 7,8 内部に布を貼り付けた段ボール 
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3.手順 

i. 防音素材を紙に貼り付けて、それを段ボール

に貼り付ける。 

ii. 音源装置と測定装置を 300㎜離す。 

iii. まずは音源装置から何も覆わない状態で音

を出し、その時に測定装置に出た値を基準値

として定める。 

iv. 防音素材で音源装置を覆う。 

v. 質量によって結果に支障が出ないように、お

もりを置いてすべて同じ質量にする。 

vi. ⅳの後に計測した値とⅲで出した基準値と

の差を求める。 

 

4.結果 

【1 回目】 

表６ 

 

１回目の実験では、グラスウールの防音効果が

一番高かった。 

 

【2 回目】 

表７ 

 

２回目の実験では、メラミンスポンジの防音効

果が一番高かった。 

 

 

【3回目】 

表８ 

 

３回目の実験では、２回目同様メラミンスポン

ジの防音効果が一番高かった。 

 

5.考察 

メラミンスポンジの防音効果が最も高いこと

が分かった。ただし、表９のように、それぞれメ

リットデメリットがあることが分かった。 

 

表９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

素材 

番号 
基準値(dB) 測定値(dB) 

測定値と 

基準値の差

（dB） 

①  52.0 37.0 -15.0 

②  47.0 27.1 -19.9 

③  40.0 28.8 -11.2 

素材 

番号 
基準値(dB) 測定値(dB) 

測定値と 

基準値の差

（dB） 

①  51.3 34.5 -16.8 

②  48.8 35.7 -11.1 

③  45.2 38.7 -6.5 

素材 

番号 
基準値(dB) 測定値(dB) 

測定値と 

基準値の差

（dB） 

①  53.2 41.0 -12.2 

②  45.8 30.3 -15.5 

③  48.8 33.5 -15.3 

 メリット デメリット 

①  

防音用として、ホーム

センター等で簡単に手

に入れることができ

る。 

設置する際に、ガラス

繊維が皮膚に刺さる場

合がある。 

②  防音効果が最も高い。 

設置の最も時間にかか

る。防音用のメラミン

スポンジは滅多にな

い。 

③  

最も簡易に設置でき

る。カーテンもその一

つである。 

防音効果はあまり期待

できない。 
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３ 全体を通しての考察 

段ボールを壁などに貼れば、比較的安価で、か

つ高い防音効果が期待できる。また、吸音素材に

関しては、上記の通り、メリットデメリットがあ

るため、自分の目的に沿ったものを選ぶべきであ

る。 
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